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上伊那8市町村の広域情報誌
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上伊那の人口/ 175,865人

(男/ 86779人女/89,086人)

世帯数/ 76,639世帯
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クリーンセンターハ乙女のでみ受け入れ休止にっいて

上伊那口腔保健センター休日緊急歯科診療所を開設
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[上伊那広域消防本部]

救助隊による、訓練の様子。

多種多様な災害に対応するため、日頃から

様々な訓練を行っています。写真は、ダムを利用

して高所から墜落した要救助者を引き上げて

救出する訓練の様子です。
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〒3960025

長野県伊那市荒井3500番地1いなっせ3F
TEL.0265-78-250O FAX.0265-73-5867

E・mail:info@union・kam而na.jp

ホームページ h廿P:ノノWWW,union・kamlina.jp/

発行上伊那広域連合
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霊■翔昿域筋榔朽.御馳登
マイナ救急は、令和7年10月1日から全国の救急隊で運用が開始されます。

、、

醇・器・1・・会^

救急隊員が傷病者のマイナ保険証(健康保険証として利用登録したマイナンバーカード)を

活用し、傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。

'

マイナ救急
HPへは

こちらからト

①傷病者が情報閲覧
に同意する

回.'..回

回・・

地震による火災の過半数は電気が原因となっています。これは地震の揺れに伴う電気機器からの出火や停電

が復旧して再通電した際に出火するものです。この電気火災対策には感震ブレーカーの設置が効果的です。

感震ブレーカーは、地震発生時に電気を自動的に止める器具で電気火災を防止する有効な手段です。上伊那

地域は南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されており、地震発生時には強い揺れが予想されてぃます。地震
での火災から大切な命と生活、財産を守るため、感震ブレーカーを設置しましょう。

~感震ブレーカーは製品ごとの特徴・注意点を踏まえ、適切に選びましょう~

②マイナンバーカードを

読み取る

★意識不明や、意思疎通が困難な場合でも生命身体の保護のため情報を閲覧する

必要がある場合は本人の同意不要で医療情報を閲覧させていただきます。

.ξ
お薬の

処方歴

.ξ
病院の

受診歴

分電盤タイブ(内蔵型)

分電盤に内蔵されたセン

サーが揺れを感知し、ブレー

カーを切って電気を遮断

③隊員が医療情報

を閲覧する

→:籍翻器鞭'黙野'

コンセントタイプ

コンセントに内蔵さ

れたセンサーが揺れ

を感知し、コンセント

から電気を遮断

④より適切な処置や

棚去先医療機関の

△毎

選定につながる!

攸ツプ型>

^

※感震ブレーカーに関して、電気工事を伴うものはお近くの電気工事店、電気工事を伴わないものはお近くの防災用品等を取り扱うぉ店へお問い合わせください。

既存のコンセントに差し込んで

=^__●.
員.皀ヨ)

使うもの※電気工事が不要

回
~甲種防火管理新規講習会中止のお知らせ~

令和7年10月16・17日に開催を予定しておりました第3回甲

種防火管理新規講習会は中止とさせていただきます。受講を予

定されていた方は第4回(令和7年12月16・17日)、第5回{令和8

年2月18・19日)に申し込みをお願いします。

^1 、4風'、J_

分電盤タイプ(後付型)

分電盤に感震機能を

外付けするタイプで、

センサーが揺れを感知

し、ブレーカーを切って

電気を遮断

D

毛X

<埋込型>

壁面などに取り

付けて使うもの

※電気工事が必要

⑪

,

0

簡易タイプ

ばねの作動や重り

の落下などにより

ブレーカーを切っ

て電気を遮断

圖、
aaa

<おもり玉式>

ーン日

<バネ式>

警防課救急救助係

または

予防課への

お問合せはト

.

Mail: shoubou・honbu@union・kam而na.jp

上伊那広域消防本部
花L0265.72.0119
FAX:0265.72.0712

2025 0ctober KAMⅡNA

鼎
舮
三
抄
病

=
Ξ

=

10

妻
口
昏亘
妻



クリーンセンターハ乙女のごみ受け入れ休止にっいて
不燃・粗大ごみ処理施設のクリーンセンターハ乙女(箕輪町)では、令和5年度から令和7年度までの3か年の

計画で、老朽化した設備の更新等のため、基幹改良工事を行っています

令和7年度のごみ受け入れ休止期間は

9月、11月、 2月の各1力月です

゛

※休止期問中は、粗大ごみの持ち込みはできません。不燃ごみ、資源物の

収集にっいては、お住まいの市町村から配られている「ごみ収集カレンダー」

等でご確認いただくか、お住まいの市町村役場にお問い合わせくださし

皆様には大変ご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

^^

折角のお休みに、「急な歯の痛み」「歯が欠けた」「仮歯がはずれた」など

お困りになったことありませんか?ごΣ

舮

101'、F'では、"フ、ー

}'如. P"を開設しています。
/

←J

訟療日

ノ

'、乢

,,なお、継続した歯の治療は行えませんのでご了承ください。
//,ア>"'゜

1＼1ト",,鄭_,佛咋、,'号 26,78.851
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主X L

※受診の際は、電話でお問い合わせのうえ、マイナンバーカード(保険証)、お薬手帳をご持参ください

「丁

潅署叢軍避;生徒募集゛

^
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■

^

養成所です。今臼まで、多くの卒業生が上伊那地区を中心に各地で活躍しています。

1=?ー^

^

@試験^出願資格事劣讐霄子号ξ:謬111誇前期課程修了程度の ◎国語・数学

^出願手続(1旧程

.

願書受付期間

.

試験日

合格発表

(2)受験料 10,000円※出願書類を持参の場合は現金納入※郵送の場合は現金書留

令和7年10月1日休)~10月31日金)

■

^問合せ先必要な書類等は、下記へお問い合わせください。 Tel.0265-72-2856

上伊那医師会附属准看護学院〒396-0014長野県伊那市狐島4176番地 Fex.0265-72-7321
詳しい情報は上伊那医師会ホームページからこ覧いただけます。 https:4Vveb.kamiina・isikal.or.jp/nursin目・scho01

第1回

令和7年11月8日(土)

11月14日(金)(本人宛郵送)

02 KAM"NA 2025_october

.

■

願書受付期間

■

試験日

合格発表

令和8年1月5日月)~1月30日金)

第2回

令和8年2月14日仕)

2月19日休X本人宛郵送)

0

^修業年度 2力年
^卒業後の資格
(1)准看護師試験受験資格

(2)看護師養成所惟学調呈)受験資格
(中卒の場合は実務経験3年必要)

◎選考後面接
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上
伊
那
で
進
む
県
立
高
校
再
編
計
画

上
伊
那
地
域
で
は
、
県
教
育
委
員
会
が
平
成
釦
年
9
月
に
公
表
し
た
「
高
校

改
革
S
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
S
実
施
方
針
」
に
基
づ
き
、
上
伊
那
広
域
連
合
を

事
務
局
と
し
て
「
上
伊
那
地
域
の
高
校
の
将
来
像
を
考
え
る
協
議
合
を
開
催

し
、
令
和
元
年
9
月
に
「
意
見
・
提
案
」
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
御
。

そ
の
「
意
見
・
提
案
」
を
ふ
ま
え
、
県
教
育
委
員
会
は
、
令
和
2
年
9
月
に
「
高
校

改
革
S
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
S
再
編
・
整
備
計
画
【
一
次
】
」
、
令
和
3
年
9
月

に
は
「
同
【
二
次
】
」
を
公
表
し
ま
し
た
柁
。

伊
那
新
校
(
仮
称
)
や
上
伊
那
総
合
技
術
新
校
(
仮
称
)
で
は
新
校
再
編
実
施

計
画
懇
話
会
で
、
赤
穂
総
合
学
科
新
校
(
仮
称
)
で
は
新
校
準
備
委
員
会
で
、
学

校
像
、
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
開
校
に
向
け
た
準
備

.
一

一
一,

=
一.

.

.

.

.

を
進
め
て
い
ま
す
。

票
ゞ
す

.

一
一
一

■
伊
那
新
校
仮
称
)

令
和
相
年
度
開
校
に
向
け
て
薪
校
の
校
地

に
な
る
伊
那
北
高
校
で
は
9
月
か
ら
プ
ー
ル
や

小
体
育
館
言
楽
室
及
ぴ
調
理
室
の
解
体
工
事

と
仮
設
体
育
館
な
ど
の
仮
設
校
舎
の
建
設

工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年
の
4
月
か
ら

は
新
校
舎
西
棟
の
建
設
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

ま
た
薪
校
の
校
名
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
校
名
案
か
ら
選
考

゛

▲
〔
、
1

ム

を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。
今
年
中
に
は
校
名

案
を
ー
つ
に
絞
る
予
定
で
す
。

・
ー

こ
の
他
に
も
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
の

」

進
路
希
望
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
し
、
探
究

活
動
を
主
体
的
に
進
め
た
ゆ
、
進
路
に
向
け
た

凋

学
習
を
深
め
た
ゆ
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ

キ
ユ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

令
和
W
年
度

■
開
校
年
度

翌
活
用
す
る
校
地
伊
那
北
高
校

f

づ

普
通
科
・
特
色
学
鷲

■
設
置
学
科

■
想
定
募
集
学
級
数
 
8
学
級
程
度

^
特
色
学
科
・
:
理
数
科
、
探
究
科
な
ど
曾
通
教
科
を

ベ
ー
ス
と
し
た
専
門
学
科
の
こ
と
。

.

f

一

゛

~
▲

2Xル

一

ノ

南

.
一

※1
「上伊那地域の高校の将来像を考える協議会」からの主な意見等

◆新たな学ぴ卓越した学び、個別最適化された学び、個性が尊重される多様な学ぴ、
地域資源を活かした学び、地域への愛着を育む学び等の推進
◆高校配置普通科教育拠点校、総合学科高校、総合技術高校の設置

《再編・整備方針)

◆伊那北高校と伊那弥生ケ丘高校を再編統合する伊那新校(仮称)の新設
◆辰野高校の商業科、箕輪進修高校の工業科、上伊那農業高校、駒ケ根工業高校の
再編統合にXる上伊那総合技術新校(仮称)の新設
◆赤穂高校を総合学科高校に転換する赤穂総合学科新校(仮称)の新設
◆辰野高校の全日制普通科高校への転換

◆箕輪進修高校の多部制・単位制普通科高校への転換

伊那新校皈糊

上伊那総

普通科噛色学科
校地は伊那北高校

I f

合技術新

農業科・工業科・商婁科
校地は上伊那農業高校

赤穂総

1交(仮称)

^
学

辰野

赤穂高校の定時制は
赤穂総合学科新校に移管

総合学科

新

゛

;交'(仮称)

箕怜町

箕輪村

伊那市

宮田村

駒ケ根

島町

、..

普通科

ノ'

' E ●

'再編後の上伊那地域の県立高校配置

箕輪進修高校

中川村

普通科侈都制単位制

普通科

伊那新校の校舎模型

i '/

在校生や教員とのワークションプをとおしてみんなで
新しい校舎の使い方を考えています

ー"＼'・
狂゛
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■
赤
穂
総
合
学
科
新
校
仮
称
)
■
上
伊
那
総
合
技
術
新
校
後
称
)

南
信
地
区
で
唯
一
と
な
る
総
合
学
科
高
校
の

開
校
へ
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
に
計
劉
回
の
準
備

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
令
和
7
年
度

中
の
設
計
完
了
に
向
け
て
、
学
校
、
設
計
者
、
県

の
三
者
で
、
諸
室
の
仕
様
な
ど
に
つ
い
て
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

探
究
を
軸
と
し
た
学
ぴ
を
実
現
す
る
た
め
の

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。

ミ
■
開
校
年
度

,
晦
令
和
Ⅱ
年
度

令
和
7
年
2
月
の
県
議
会
に
お
い
て
、
統
合
の

同
意
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
'
子
ぴ
の
イ
メ
ー
ジ

を
よ
ゆ
具
体
的
に
し
つ
マ
そ
の
学
ぴ
に
必
要
な

施
設
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
芙
王
芙
商
業
の
専
門
的
な
分
野
を
同
じ

学
ぴ
貪
同
じ
空
間
で
共
に
学
ぶ
、
と
い
う
特
長

を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
、
専
門
的
な
学
ぴ
を

深
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
マ
そ
の
枠
を
越
え
た

.
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
同
士
や
生
徒
と
地
域
が
つ
な

が
ゆ
合
い
、
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

し
く
み
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
、
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
に

向
け
て
プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
者

を
選
定
し
、
叛
貫
=
で
検
討
さ
れ
て
き
た
学
ぴ

の
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
で
き
る
環
境
が
整
え
ら

れ
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
開
校
年
度

令
和
Ⅱ
年
度
以
降

■
活
用
す
る
校
地
上
伊
那
農
業
高
校

,
置
孚
科

農
業
科
士
業
科
・
商
業
科

■
想
定
募
集
学
級
数
 
6
学
級
程
度

■
設
置
学
科

総
合
学
科
知

■
想
定
募
集
学
級
数

5
S
7
学
級
程
度

※
総
合
学
科
1
普
通
科
や

専
門
学
科
と
は
異
な
る

「
第
3
の
学
科
」
。
普
通

科
目
や
職
業
教
科
に
関

す
る
専
門
科
目
な
ど

か
ら
生
徒
が
重
点
的
に

学
び
た
い
科
目
の
選
択

が
可
能
。

器

4
上
伊
那
総
合
技
術
新
校
の
学
び
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寒睡壷抽
^^ ^^

'島一●
穂総合学科新校の校舎イメージ

門忍、訂チヲー

〆戸

^、^

農業

動植物の命や自然環境を通して、
食料生産や環境保全を学ぶ

野菜'果樹・植物・動物・フードマーケディング・流通.会計.

"リ凱・九一加〔 6枳郁.那誠〕

総合技術高校で拓く上伊那のみらい

0専門性を高め、多様な選択科目から、個々に応じた探究的な学びができるしくみ
06次産業について高校生が考える農工商の融合した学び

■情報発信について
長野県教育委員会ホームページにて新校再編

実施計画懇話会等の情報を更新しています。

右記の二次元コードからこ確認ください。

04 KAM"NA 2025

商業

October

工業

ものづくりを通して、
地域・社会を支える産業技術を学J

〔榔・酷情捌鯆〕

■問い合わせ先
長野県教育委員会事務局高校教育課高校再編推進室

合026-235-7452

,j



1員^ ,

怖〒

゛〒

晦、
ー.ノ'

^

習一

ーーーーー^

種 類

日

社会人
経験者

試験区分

1;
§,'

士木技師

【問合せ先】上伊那広域連合総務課 TEL

.、

採用予定
人員

ユ

^

症野

若干名

"一「

.

^

年齢要件

昭和60年4月2日生から

平成7年4月1日生まで

^

Ⅱ'計

^

●^

シコ"トエス
"、ば,"".゛・、'゛ー_,,・エ,.ニ'肌、自由
ーー1愁;,藩織誘娃磯名邸ヌ_.一河 玉捜全括

.^

受験資格

^

^

(0265)78・25001源竺懋兇を'然甃、

い

令和7年4月1日現在において民間企業

等における士木職として実務経験を3年

以上有し、これを証明できる人

■冨

資格等要件

f

入場
無料

^^

＼、_ノ

私服
参加
OK

冒冒

目

^上伊那広域連合地域振興課
TEL.0265・98-7227

.

回r 回

回."'
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れ
、
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算
案
件
4
件
が

上
程
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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令和6年度上伊那広域連合各会計決算

諸収入
2億9,542万円
8.6%

繰越金
]億2.509万円
36%

繰入金
1,53]万円

連合債
]億6,830万円
49%

0.4%

財産収入
230万円 0.]中

^

県支出金
309万円 0.]%

国庫支出金
],575万円 0.5%

使用料及ぴ

'

手数料
5億8,404万円
] 6,9%

寄附金
700万円
02qo

.

歳入

◆分担金及ぴ負担金/広域連合共同処理事務のための関係市町村の負担金

◆使用料及ぴ手数料/指定でみ袋を購入した際の証紙代、こみを施設へ

直接搬入した際の使用料など

◆国庫支出金/国からの補助金・交付金

◆県支出金/県からの補助金

◆財産収入/基金の運用利子など

◆繰入金/広域連合が保有している基金からの繰入金

◆繰越金/前年度会計からの繰越金

◆諸収入/その他の収入など

◆連合債/クリーンセンターハ乙女中問処理施設基幹改良工事に対する起債

◆寄附金/地域振興寄附金

議会費
],052万円
0.3%

■■

公債費
5億7,660万円
] 72%

鳥

.

^

前年度との比較(主なもの)
・国庫支出金・・・・クリーンセンターハ乙女中間処理施設基幹改良工事に対する

交付金の減、戸籍法改正に対応するシステム改修に対する

(前年度比:5,]37万円減)交付金の増

歳出

施設整備等のため
に借り入れた起債
の返済費用

総務費
3億4,632万円
] 0.3%

^ .

ふるさと市町村圏基金事業特別会計

歳入合計 1β96万円(対前年度8.6%減)

◆議会費/広域連合議会の運営、議員報酬などの費用

◆総務費/事務局の運営、庁舎等の維持管理の費用

◆情報センター費/上伊那の市町村が共同で利用する情報

システムの構築、運用、維持管理の費用

◆民生費/老人ホームの入所判定、障害支援区分・介護保険の

認定審査などの費用

◆衛生費/地域医療再生等、保健衛生とでみ処理施設の運営、

こみの減量化に向けた取組み等の費用

◆公債費/広域連合が施設整備等のために借り入れた起債の返済費用

■

財産収入

項目

繰越金

諸収入

決算額(万円)

1,320

民生費
6,535万円
].9%

歳出合計 1β89万円(対前年度4.4%減)

ふるさと市町村
圏基金の運用益

76

内容

前年度からの繰越金

0

項目

前年度との比較(主なもの)

・情報センター費一・・・情報システム標準化1こ対応するためのシステム改修

委託料等の増 (前年度比:1億7,500万円増)

ふるさと市町村圏
振興事業費

預金利子

歳入合計9,507万円(対前年度427%増)

06 κAM"NA

決算額(万円)

士木振興事業特別会計

.

分担金及ぴ負担金

項目

財産収入

],389

繰越金

諸収入

決算額(万円)

内客

地域振興補助事業等

2025 0ctober

繰入金

5,583

歳出合計8,390万円(対前年度322%増)

19

関係市町村負担金

内容

314

土木振興事業基金
の運用益

3,130

項目

士木振興事業費

前年度からの繰越金

461

受託事業収入等

歳入合計 23億8,505万円(対前年度17.6%増)

一般会計等から
の繰入金

決算額(万円)

分担金及ぴ負担金

消防事業特別会計

項目

使用料及ぴ手数料

国庫支出金

8,390

県支出金

決算額(万円)

財産収入

内客

公共士木に関する
実施設計書の作成
と工事監督業務等

繰越金

194,567

諸収入

連合債

187

歳出合計23億4β07万円(対前年度]73%増)

関係市町村負担金

] 42

内客

危険物施設許認可手数料等

30

消防費

国庫負担金

項目

]44

3,153

県委託金

公債費

1,312

財産売払収入

38,970

前年度からの繰越金

決算額(万円)

救急業務支弁金等

226.638

借入金

フ'669

消防に関する業務

内容

=

=

=
一
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充電式の小型家電には、りチウムイオン電池(充電式電池)

が多く使用されています。近年、このりチウムイオン電池が適切に分別

されないまま不燃ごみ等に混入し、ごみ処理施設や収集車での火災力

全国各地で多発しています

^

充電後、コンセントにつながなくても使える製品に使用されています

<1ノチウムイオン電池が使用されている主な製品>

.

リチウムイオン電池は、衝撃が加わると発火の恐れがあります

大きな事故には至っていませんが

上伊那のごみ処理施設でもりチウムイオン電池による、発火・発煙件数が急増しています

耶

や

●ごみ処理施設の運転が停止した場合、ごみを出せなくなる

●設備修復等のための多額の費用が発生する

●ごみ収集・処理に従事する職員が、生命の危険にさらされる

,

お住いの市町村のルールを守って出してください。

^

火災防止には、一人ひとりが正しくごみを出すことが大切です

VEGEτ4BιE
●ル 1NK

.

^

広報かみいな第104号令和7年9月発行発行/上伊那広域連合編集・印刷/アド・コマーシャル株式会社

h、

^

^

11

上記イラストは全てイ です
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